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第１節 計画の将来像 

１．基本理念 

子どもを『生み・育てる』ことは、社会を維持し次代を創造する営みであり、その意味に

おいて、非常に大切な社会的な営みといえます。 

だれもが安心して子どもを生み、また、子育てを楽しいと感じ、そして何よりも『笠間』

で子どもを育てて良かったと実感のもてるまちづくりを目指します。そのため、出産・子育

てにかかる経済的負担の軽減策、子どもが健やかに育つ医療環境の整備、芸術文化性の高い

教育環境や緑豊かな自然環境など、笠間市が持つ地域のポテンシャルを最大限に生かした施

策展開を図っていくため、本計画の将来像を以下のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域みんなで支え合う 子育てのまち 笠間市 

『笑顔が輝く かさまっ子』 
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２．基本目標 

本市の次世代育成支援の取り組みにあたっては、前期行動計画の４つの基本目標を

引き継ぎ、展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標１】 みんなが力を合わせて子どもを育むまち 

子育ての責任は親にあることが基本ですが、かつては一般的だった三世代同居によ

る高齢者の援助や、地縁・血縁による助け合いも、急速な核家族化や都市化の進行と

ともに比較的困難な状況になってきており、親への子育て負担は大きくなってきてい

ます。 

そのため、家庭や地域社会、保育所(園)、幼稚園、学校、企業、行政などが連携し、

地域としてきめ細かな子育てを支援する各種サービスの提供や経済的負担の軽減を進

めていくことにより、子育て家庭の負担を軽減し、みんなが力を合わせて子どもを育

むまちづくりを目指します。 

 

《基本施策》 

（１）地域における子育ての支援、相談・情報提供の充実 

（２）保育サービスの充実 

（３）経済的負担の軽減（各種手当等の支給） 

（４）支援が必要な子どもや家庭への対応（障害児・ひとり親家庭等への支援） 

【基本目標２】 すこやかに子どもが育つまち 

子どもがすこやかに生まれ、人間性豊かに育つことは、子どもたちにとって大切な

権利であり、また、活力ある地域社会を持続させるためにも必要不可欠なことです。 

そのため、子どもたちが心身ともに健康に育ち、次代の親としてたくましく成長で

きるよう、すこやかに子どもが育つまちづくりを目指します。 

 

《基本施策》 

（１）母子保健、小児医療の充実 

（２）「食育」の推進 
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【基本目標３】 心豊かに子どもが成長するまち 

地域の子どもが心豊かに成長していけるように、幼児教育、学校教育、家庭教育を

充実させ、社会の変化に主体的に対応し、心豊かにのびのびと生きる力を育成します。

また、世代間交流の機会を増やし、仲間や家族、地域の人々とのふれあいが生まれる

場を提供し、心豊かに子どもが成長するまちづくりを目指します。 

 

《基本施策》 

（１）心豊かな成長と学力向上を支える教育環境の整備 

（２）家庭教育の充実 

（３）地域活動を通じた地域教育力の向上 

【基本目標４】 安心して子育てできるまち 

子育て等に関して男女がともに協力しあい、家族としての責任を担い、仕事と家庭

の両立ができるよう、社会全体として仕事と子育ての調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）の実現に向けた取り組みの普及・啓発を進めていきます。 

また、交通事故や犯罪の危険、さらに、生活環境の悪化など、子どもを取り巻く地

域の環境は決して安全・安心とはいえない状況にあるため、地域全体として、安心し

て子育てできるまちづくりを目指します。 

 

《基本施策》 

（１）仕事と子育ての両立支援の推進 

（２）子どもを取り巻く生活環境の整備 

（３）子どもの安全の確保 
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３．施策体系 

 

 

注）★印は、本章第２節に掲げる、重点的に取り組む事業。（以下同様） 

  

 
 

 《基本施策》 《事業名称》 
 

 
 

（１）地域における子育ての支援、 
相談・情報提供の充実 

地域子育て支援拠点事業の充実 

 

 
 

 ★複合的な機能を有する児童館の整備【新規】 

 

 
 

 子育てサポート事業の充実 
 

 
 

 ★ファミリー・サポート・センター事業の実施 
 

 
 

 地域交流事業の推進 
 

 
 

 子育てボランティアの活用 
 

 
 

 子育て交流事業の開催（親子教室） 
 

 
 

 母と子の教室の実施 
 

 
 

 子育て広場事業「子育てラクダクラブ等」の推進 
 

 
 

 いばらき子育て家庭優待制度の推進 
 

 
 

 子育て支援総合ガイドの改訂 
 

 
 

 子育てに関する相談体制の充実 
 

 
 

 ★出会い創出支援事業の推進 
 

 
 

 結婚相談ボランティア団体との連携事業の実施 

  

  
 いばらき出会いサポートセンター推進事業の促進 

 

 
 

（２）保育サービスの充実 保育所施設の整備 

  
 

 通常保育事業の実施 
 

 
 

 延長保育事業の実施 
 

 
 

 乳児保育事業の実施 
 

 
 

 障害児保育事業の実施 
 

 
 

 休日保育事業の実施 
 

 
 

 夜間保育事業の実施 
 

 
 

 トワイライトステイ事業の実施 
 

 
 

 特定保育事業の実施 
 

 
 

 ショートステイ事業の実施 
 

 
 

 病後児保育事業の実施（施設型） 
 

 
 

 体調不良児保育事業の実施（自園型） 
 

 
 

 一時保育事業の推進 
 

 
 

 幼稚園における預かり保育事業の実施 
 

 
 

 ★放課後児童健全育成事業（児童クラブ）の充実 
 

 
 

 保育サービス評価制度の導入 

基本目標１ みんなが力を合わせて子どもを育むまち 
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（３）経済的負担の軽減 
（各種手当等の支給） 

児童手当（子ども手当）の支給 

 

 
 

 児童扶養手当の支給 
 

 
 

 特別児童扶養手当の支給 
 

 
 

 障害児福祉手当の支給 
 

 
 

 在宅心身障害児福祉手当の支給 
 

 
 

 重度心身障害者医療福祉費の支給 
 

 
 

 父子家庭医療福祉費の支給 
 

 
 

 母子家庭医療福祉費の支給 
 

 
 

 ★不妊治療費の助成 
 

 
 

 妊産婦医療福祉費の支給 
 

 
 

 ★乳幼児医療福祉費の支給 
 

 
 

 私立幼稚園就園奨励費の補助 
 

 
 

 公立幼稚園の保育料の減免 

 

 
 

（４）支援が必要な子どもや家庭への
対応（障害児・ひとり親家庭等への支援） 

笠間市要保護児童対策地域協議会の運営 

 

 
 

 養育支援訪問事業の実施 
 

 
 

 母子家庭等の親への自立、就業支援（母子自立支援員の設置）
 

 
 

 母子家庭等日常生活支援 
 

 
 

 母子家庭等に対する情報提供 
 

 
 

 就学援助費の支給 
 

 
 

 特別支援教育就学奨励費の補助 
 

 
 

 日中一時支援事業の実施 
 

 
 

 障害児の補装具交付 
 

 
 

 タクシー利用券の交付 
 

 
 

 障害児の日常生活用具給付 
 

 
 

 障害児親子通園事業の実施（つくしんぼ教室、すずらん教室）
 

 
 

 障害児デイサービス事業の実施 
 

 
 

 障害児ショートステイサービスの実施 
 

 
 

 障害児通園施設運営事業の実施 
 

 
 

 児童虐待の早期発見と予防 
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 《基本施策》 《事業名称》 
 

  （１）母子保健、小児医療の充実 かさま健康ダイヤル 24 の活用促進 

 
   母子健康手帳の交付（11 週までの早期交付） 

 
   妊婦一般健康診査委託事業の実施 

 
   妊産婦訪問指導の実施 

 
   妊産婦健康相談の実施 

 
   両親学級の実施 

 
   乳児家庭全戸訪問事業の実施 

 
   乳幼児訪問指導の実施 

 
   乳幼児健康相談の実施 

 
   乳児一般健康診査委託事業の実施（３～６か月,９～11か月） 

 
   ３～４か月児相談の実施 

 
   １歳児相談の実施 

 
   １歳６か月児健康診査の実施 

 
   ２歳児歯科健康診査の実施 

 
   ３歳児健康診査の実施 

 
   ハイリスク幼児教室の実施 

 
   ことば・こころの教室の実施 

 
   フッ素塗布の実施 

 
   保育所、幼稚園等の歯科保健指導の実施 

 
   予防接種事業の推進 

 
   就学時検診の実施 

 
   歯科保健対策の充実 

 
  （２）「食育」の推進 食育の推進【新規】 

 
   離乳食教室の開催 

 
   食生活改善推進員による地域活動 

 
   親子料理教室の開催 

 
   食育講演会の開催 

 
   妊婦・乳幼児健診や相談時における栄養指導の推進 

 
   保健センター、保育所及び幼稚園との連携による食育事業の推進

 
   給食用の地元農産物の導入拡大（地産地消の推進） 

 
   幼稚園の園庭菜園の推進 

 
   食育指導の推進 

基本目標２ すこやかに子どもが育つまち 
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 《基本施策》 《事業名称》 
 

 
 

（１）心豊かな成長と学力向上を 
支える教育環境の整備 

赤ちゃんふれあい体験の充実 

 

 
 

 思春期教育の充実（エイズ予防講演会の開催） 

 

 
 

 小児生活習慣病予防健診の充実 
 

 
 

 職場体験の充実 
 

 
 

 寺子屋事業の実施 
 

 
 

 読み聞かせ事業の推進 
 

 
 

 市立図書館と学校の連携 
 

 
 

 ＴＴ特別配置事業の実施 
 

 
 

 理科支援等配置事業の実施 
 

 
 

 英語指導助手（ALT）の活用 
 

 
 

 適応指導教室の実施 
 

 
 

 こころの相談室での相談の実施 
 

 
 

 心の教室相談員の派遣 
 

 
 

 多様な体験活動の機会の充実 
 

 
 

 開かれた学校づくりの推進（学校評議員制度） 
 

 
 

 教育相談体制の充実 
 

 
 

 小・中学校施設の耐震化の推進 
 

 
 

 小・中学校施設の維持管理 
 

 
 

 小・中学校の備品購入 

  

  
 中学校の部活動の補助 

  

  
 特別支援教育の充実（介助員の配置） 

 

 
 

 幼稚園・小学校との交流 
 

 
 

 学校における環境衛生検査の実施 

 

 
 

（２）家庭教育の充実 男女共同参画意識の啓発（若い夫婦向けセミナーの開催） 

 

 
 

 父親の育児参加の促進（父子健康手帳の配布） 

 

 
 

 家庭教育学級の開催 
 

 
 

 就学児健診時を活用した子育て講座の開催 
 

 
 

 ブックスタート事業の推進 

 

 
 

（３）地域活動を通じた 
地域教育力の向上 

運動部活動への外部指導者の活用 

 

 
 

 青少年健全育成の促進（親子ふれあいイベント） 
 

 
 

 三世代交流イベントの開催（友・遊ランド） 
 

 
 

 子ども映画会の開催（公民館・図書館） 
 

 
 

 幼児演劇鑑賞会の開催 
 

 
 

 
図書館を利用した子ども向け事業の開催 
（子ども読書フェスティバル等） 

 

 
 

 体験型学習講座の開催（サタデーまなＢｅ等） 

基本目標３ 心豊かに子どもが成長するまち 
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   サマースクールの開催 
 

   放課後子ども教室の実施 
 

   子ども会活動の促進 
 

   地域活動の指導者の育成（指導者育成講習会の開催） 
 

   スポーツ少年団活動の育成・支援 
 

   スポーツ教室の開催 
 

   学校施設の開放 
 

   学校支援地域本部事業の推進 
 

   体験学習活動の推進（図工教室） 
 

   高校生会「リーダースクラブ」の育成・支援 

  

 
 

 《基本施策》 《事業名称》 
 

 
 

（１）仕事と子育ての両立支援の推進 雇用情報の提供の推進 

 

 
 

 
男女が働きやすい環境づくりのための広報及び情報提供、 
フォーラム等の開催 

 

 
 

 育児介護休業制度の普及・啓発 

 

 
 

（２）子どもを取り巻く 
生活環境の整備 

通学路の歩道・交通安全施設の整備 

 

 
 

 ★公園の遊具の設置・計画的な維持管理 

 

 
 

 ★身近な公園の整備推進【新規】 

 

 
 

 芸術の森公園を活用した緑化意識の高揚（緑化祭の開催） 
 

 
 

 防犯灯の整備 
 

 
 

 青少年相談員活動の充実（巡回指導等の実施） 
 

 
 

 違反広告物の撤去 
 

 
 

 
公共施設の施設整備 
（授乳室、ベビーシートの設置やトイレの改修など） 

 

 
 

（３）子どもの安全の確保 交通安全運動（交通安全教育）の推進 

 

 
 

 防犯ボランティアによる防犯パトロールの実施 
 

 
 

 防犯広報活動の推進（地域パトロールの実施） 
 

 
 

 通学時の安全の確保 
 

 
 

 子ども 110 番の家の推進 
 

 
 

 防犯講習会の開催（各学校にて実施） 
 

 
 

 あいさつ運動の実施 
 

 
 

 学校警察連絡協議会の開催 
 

 
 

 小・中学生の通学ヘルメット購入費の補助 
 

 
 

 小・中学生の通学用自転車の点検 
 

 
 

 小・中学生の県民交通災害共済加入 

基本目標４ 安心して子育てできるまち 
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家庭の役割 

地域（市民）の役割

行政の役割 

仲間

時間 空間 

 

第２節 実現に向けた視点 

１．実現に向けた視点（キーワード） 

前期行動計画では、基本理念及び基本目標を設定し、その実現に向けた事業内容を整

理して取り組んできました。しかし、本市の基本理念である地域みんなで支え合う 子

育てのまち 笠間市 『笑顔が輝く かさまっ子』の実現に向けては、行政の取り組みは

もちろんですが、家庭や地域団体等、次世代育成支援に関わるすべての人々がそれぞれ

の役割を担ってみんなで協力・連携して応援していくことが不可欠です。 

そのため、次世代育成支援を推進する上で、“かさま”がもつ地域の魅力や資源を最

大限に活用しながら、家庭・地域・行政が協働して取り組むこととします。 

協働による取り組みを具体的に推進し、計画全体を管理・評価していく視点として、

『仲間』『時間』『空間』（３つの間）づくりをキーワードに推進していくこととします。 

 
 

【仲間】 親子が地域の愛情に支えられ『仲間』とともに成長できること。 

【時間】 ゆとりをもって子育てできる『時間』があること。 

【空間】“かさまっ子”が健やかに育つ『空間』があること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働の推進体制
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基本理念の実現に向けて、４つの基本目標及び基本施策を推進します。また、実現

に向けた３つの視点を持って、横断的に計画の取り組みを推進・評価していきます。 

 

 

 

 

《基本理念》     《基本目標・基本施策》         《実現に向けた視点》

『
笑

顔

が
輝

く 
か
さ
ま
っ
子

』 

地

域

み
ん
な
で
支

え
合

う 

子

育

て
の
ま
ち 

笠

間

市

【基本目標１】 

みんなが力を合わせて子どもを育むまち
 

《基本施策》 

（１）地域における子育ての支援、相談・情報

提供の充実 

（２）保育サービスの充実 

（３）経済的負担の軽減（各種手当等の支給）

（４）支援が必要な子どもや家庭への対応 

（障害児・ひとり親家庭等への支援） 

【基本目標２】 

すこやかに子どもが育つまち 
 

《基本施策》 

（１）母子保健、小児医療の充実 

（２）「食育」の推進 

【基本目標３】 

心豊かに子どもが成長するまち 
 

《基本施策》 

（１）心豊かな成長と学力向上を支える教育 

環境の整備 

（２）家庭教育の充実 

（３）地域活動を通じた地域教育力の向上 

【基本目標４】 

安心して子育てできるまち 
 

《基本施策》 

（１）仕事と子育ての両立支援の推進 

（２）子どもを取り巻く生活環境の整備 

（３）子どもの安全の確保 

親 子 が 地 域 の

愛 情 に 支 え ら

れ『仲間』とと

も に 成 長 で き

ること。 

 

ゆとりをもって

子 育 て で き る

『時間』がある

こと。 

 

“かさまっ子”

が健やかに育つ

『空間』がある

こと。 

 

【仲間づくり】 

【時間（ゆとり）

づくり】 

 

【空間づくり】 
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      Ⅰ 仲間づくりの取り組み 仲間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待される役割 

【家庭の役割】 

◇子育ての悩みや不安を一人で抱え込まずに、親や友だち、地域のサポート機関などに

相談する。 

◇子ども会等地域の活動に積極的に参加し、地域に顔見知りの仲間を増やす。 

【地域(市民)の役割】 

◇スポーツ・生涯学習活動などボランティア等を通じて、家庭だけでは学べない様々な

体験や知識を身につけられる活動を行う。 

◇「子育てサポート」活動を周知し、住民相互の支えあい活動の輪を地域に広める。 

【行政の役割】 

◇親子で一緒に参加できる行事や家庭教育学級等を通じて、育児の孤立化の防止と親の

学びの場を提供する。 

◇結婚を希望する男女に対して、交流会や講座、イベントなどを開催し、若者の出会い

の機会を提供する。 

関連指標『仲間編』 

【取り組みを評価する指標】 

評価する指標 
現 状 

（20年度） 
取り組みの方向性 

（26年度） 
備考 

子育てサポート（ファミリーサポートセンター）

に登録している会員数 
協力会員８５人 
利用会員１３人 

協力会員１００人 
利用会員１００人 

子ども福祉課 

子育て支援センターを利用した親子の数 １日平均１３．２組 １日平均４０組 子ども福祉課 

男女の出会い創出づくり事業に取り組んだ
団体数 

２団体 ６団体 市民活動課 

就学前児童の保護者アンケートの回答結果 
（子育てに関する不安や悩みの相談相手についての

設問に、「相談相手がいない」と答えた人の割合） 

１．６％ ０％ 
アンケートで

評価 

地域の身近な相談の場や交流の機会において、気軽に子育てを支えあえ

る仲間づくりや、親子がともに成長できる体験活動や学びの場の確保に取

り組むこととします。また、子どもの放課後や土・日曜日の安全な居場所

の確保に取り組むこととします。さらに、若者の出会いの機会の創出に取

り組むこととします。 

注）アンケートの指標に関しては、計画の見直し時に評価する。（以下同様）
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    Ⅱ 時間（ゆとり）づくりの取り組み 時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待される役割 

【家庭の役割】 

◇家庭教育学級に積極的に参加し、子育てについて自ら学ぶ機会をつくる。 

◇父親もできることから積極的に育児に参加する時間をつくる。 

【地域(市民)の役割】 

◇これまでに培ってきた子育ての経験やノウハウを、地域の子育て支援の場に積極的に

提供する。 

◇地域の子どもたちの成長をわが子のように温かく見守る。 

【行政の役割】 

◇保育所(園)や放課後児童クラブの待機児童をつくらない。 

◇病後児保育、休日保育など、多様な保育ニーズに応じたサービスを提供する。 

◇育児疲れや育児ストレスを解消できるよう、緊急時も対応できる一時預かり保育サー

ビスを各保育所(園)で実施する。 

関連指標『時間編』 

【取り組みを評価する指標】 

評価する指標 
現 状 

（20年度） 
取り組みの方向性 

（26年度） 
備考 

保育所（園）の待機児童数 
（各年度４月１日現在） 

２人（２１年度） ０人 子ども福祉課 

両親学級に参加した人（妊婦・夫）の割合 
妊婦 ２９．８％ 
夫  １４．４％ 

妊婦 ３３％ 
夫  ２０％ 

健康増進課 

家庭教育学級に参加した保護者数 延べ９，４４８人 延べ１０，０００人 生涯学習課 

就学前児童の保護者アンケートの回答結果 
（子育てに関する不安感や負担感の有無についての

設問に、「不安や負担を感じている」と答えた人の

割合） 

５５．８％ ０％ 
アンケートで

評価 

少しでもゆとりをもった子育てができるよう、いざという時であっても、

安心して子どもを預けられる保育環境の整備に取り組むこととします。ま

た、子どものしつけ方や遊ばせ方、さらに、子育てに関して男性の育児参

加を促進するなど、男女がともに協力して子育てについて学ぶ時間（機会）

の確保に取り組むこととします。 
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    Ⅲ 空間づくりの取り組み 空間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待される役割 

【家庭の役割】 

◇広報紙や子育て支援ガイドブックを活用して積極的に情報収集を行い、地域への関心

を高める。 

◇積極的に地域の行事への参加や子育て支援の場を利用する。 

【地域(市民)の役割】 

◇子どもたちが集まる公園や遊び場に関心をもち、常に気持ちよく利用できる環境を保つ。 

◇子育てサロンや地域における子どもの育成を支援するボランティア活動を広める。 

【行政の役割】 

◇子育て支援の拠点として「複合的な児童館」を整備する。 

◇「子育て支援センター」を拡充し、身近な地域に気軽に相談や交流できる場を確保する。 

◇笠間に愛着を持って住み続けてもらえるよう、リーダースクラブなど若者が地域で活

躍できる場を確保する。 

関連指標『空間編』 

【取り組みを評価する指標】 

評価する指標 
現 状 

（20年度） 
取り組みの方向性 

（26年度） 
備考 

子育て支援センターの機能を有する複合的
な児童館の整備 

０か所 １か所整備する 子ども福祉課 

公園における新たな遊具の設置及び既存遊
具の更新 

既存遊具設置箇所 
４５か所 

公園施設長寿命化計画
を策定し、計画的に設
置及び更新を行う 

都市計画課 

就学前児童の保護者アンケートの回答結果 
（地域子育て支援拠点事業（注１）の利用についての

設問に、「サービスの利用方法がわからないため利用

していない」と答えた人の割合） 

１５．２％ ０％ 
アンケートで 

評価 

子どもや親子が集える複合的な児童館や身近な公園の整備に取り組むこ

ととします。また、子育て家庭が、身近にほっとできる子育て支援の空間

を数多く確保するとともに、次世代を担う若者もボランティア等で積極的

に地域にかかわり、愛着をもって住み続けたいと思える地域づくりに取り

組むこととします。 

（注１）親子同士の交流、育児に関する相談や情報入手ができる場を提供する事業で、「子育て広場」「ふれあい広場」

「子育て支援センター」等の名称があります。 
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２．重点的に取り組む事業 

後期行動計画の期間内に、具体的に以下の内容に重点的に取り組みます。 

 

Ⅰ 仲間づくりの取り組み 

（１）ファミリー・サポート・センター事業の実施 

現在実施している子育てサポート事業のサービス拡充と利用会員の拡大を図

り、ファミリー・サポート・センター事業に移行する。 

（２）次世代を担う男女の出会いの場づくりの促進 

民間団体や企業等が実施する男女の出会いの場づくりに対して、経費の一部

助成を引き続き行うとともに、民間団体と連携して若者が参加できる交流会や

講座、イベントなどを開催する。 

 

Ⅱ 時間（ゆとり）づくりの取り組み 

（３）放課後児童クラブの充実 

放課後児童クラブについて、開所時間を延長する。 

（４）乳幼児医療福祉費（マル福）の支給対象年齢の拡大 

未就学児を対象に支給している乳幼児医療福祉費（マル福）について、支給

対象年齢を小学校６年生まで拡大する。 

（５）特定不妊治療費助成事業の充実 

特定不妊治療費の一部助成について、現在、通算２年間としている助成期間

を通算５年間に延長する。また、体外受精への補助額を引き上げる。 

 

Ⅲ 空間づくりの取り組み 

（６）複合的な機能を有する児童館の整備 

子育て支援センターの機能をもつ複合的な児童館を友部地区に整備する。 

（７）遊具の設置及び公園整備の検討 

既存の公園及び「市民センターいわま」の敷地内に遊具を設置するとともに、

新たな公園の整備について検討する。 

 

 

 

 

 




